
錠の実用性能認定項目とピクトについて
・建築物の開口部の戸に用いる錠の実用性能項目は以下の数字６桁で表せます。 
・錠の種類によっては必要のない性能があります。必要のない性能は０で表します。
・各項目とも、数字が大きくなると性能グレードは、高くなります。ただし、デッドボルトの出寸法は大きくなります。

使用頻度による性能 
扉の開閉操作や施解錠操作の耐久性能です。 
グレード１と２は住宅。　グレード３と４はオフィスビルなど。 
住宅とオフィスビル等のグレード違いは、その中で比較的に使
用頻度の少ないところと多いところ。

外力に対する性能 
機械的荷重による錠の強さを表している性能です。 
グレード１は室内、グレード２は使用する扉に対して内部もし
くは外部にもう一枚施錠できる扉がある場合。グレード３は外
部扉、グレード４は無人になる外部扉。

使用扉の質量に対する性能 
使用扉の重さによって、錠の操作強度等を表している性能です。 
グレード１は室内の軽量木扉。グレード２は一般アルミ扉・木
製扉。グレード３はスチール扉。グレード４は重量スチール扉。

かぎ違い 
シリンダーのかぎ違い数を表しています。 
グレード１は住宅室内。グレード２は住宅。グレード３はオフ
ィスビル等の中規模物件。グレード４はオフィスビル等の大規
模物件。グレード５はオフィスビル等の超大規模物件。

デッドボルトの出寸法 
デッドボルト（カンヌキ）の施錠時の突出寸法を表しています。 
グレード１は 11 ㎜、グレード２は 14 ㎜、グレード３は 17 ㎜
グレード４は 20 ㎜以上を示す。

耐じん性能
シリンダーの砂やホコリに対する耐用性を表してる性能です。
グレード１は室内用　　グレード２は外部用　です。①　②　③　④　⑤　⑥
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